
はじめに

　昨今の国の描くビジョンは「地域」を主軸にして構想されている。2016年の社会福祉法
改正では，地域共生社会の実現を目指す構想，さらに2021年には重層的支援体制整備事業
が創設された。これまで日本の社会保障は，人生のセーフティーネットとして発展してき
た。福祉制度・政策は，子ども，障害，高齢者といった対象者の属性や，それぞれが抱え
る課題に対して制度が設定されている。しかしながら，昨今の複雑な社会情勢の中，人び
とが直面する困難や生きづらさは多様化，複雑化し，これらのニーズに対応する制度の限
界を補う対応策の充実が求められている。立ちはだかるこれらの切実なる現状に，ソー
シャルワーカーはその専門性を発揮することが求められている。これはソーシャルワーク
がミクロからメゾ，マクロへ大きく転換していることを示している。
　さて本書には，ソーシャルワークを体系的に理解できるように構成され，先に刊行され
た『ソーシャルワーク論Ⅰ──基盤と専門職』と共に，新たな社会福祉士養成カリキュラ
ムに対応できるよう，「ソーシャルワークの理論と方法」「ソーシャルワークの理論と方法

（専門）」にあたる内容を十分に盛り込んでいる。 2 部構成になっており，第Ⅰ部では，
ソーシャルワークの理論を学ぶ。ここでは，ソーシャルワークの援助過程や援助関係につ
いての理解，さらに，ソーシャルワークの理論やアプローチをしっかり学んでほしい。そ
れを基盤に第Ⅱ部では，ソーシャルワーカーが，個人や家族，グループ，組織，地域社会
を対象とした支援に必要なそれぞれの方法論が学べる。さらに協働や連携，ケアマネジメ
ント，スーパービジョンの理解，記録，カンファレンス，事例分析など幅広い知識を獲得
できる内容となっている。
　本書の出版にあたり，にこん社・北坂恭子氏には大変ご尽力いただいた。また，法律文
化社様には，ソーシャルワークに関するテキストを刊行する機会を，私どもに与えてくだ
さったことに深く感謝する。関係者の皆様に心から感謝を申し上げる。

2023年 6 月

� 編著者

目　　次

i


	扉
	はじめに
	目　次
	Ⅰ部　ソーシャルワークの理論
	第1章　ソーシャルワークの援助過程
	1　ソーシャルワーク実践の流れ
	2　開始段階
	ケースの発見とは
	ケースの発見の留意点
	アウトリーチとは
	アウトリーチの留意点
	インテークとは
	インテークの留意点
	ケースでとらえるインテーク
	アセスメントとは
	アセスメントに必要な情報
	アセスメントの枠組み
	ケースでとらえるアセスメント
	アセスメントのためのツール（道具）
	3　展開段階
	プランニングとは
	ケースでとらえるプランニング
	プランニングの留意点
	支援の実施とは
	支援の実施の留意点
	モニタリングとは
	ケースでとらえるモニタリング
	4　終結段階
	終結とは
	事後評価とは
	アフターケアとは
	第2章　ソーシャルワークにおける援助関係
	1　援助関係の意義と概念
	ソーシャルワーカーとクライエントシステムの関係
	援助関係の意義：社会的孤立の防止のために
	ソーシャルワークにおける援助関係の定義，目的とソーシャルワーク過程
	2　援助関係の形成方法
	自己覚知と他者理解
	コミュニケーションと信頼関係（ラポール）
	信頼関係を構築する援助関係の形成に必要な要素
	原則1：クライエントを個人としてとらえる［個別化］
	原則2：クライエントの感情表現を大切にする［意図的な感情表出］
	原則3：援助者は自分の感情を自覚して吟味する［統制された情緒関与］
	原則4：受けとめる［受容］
	原則5：クライエントを一方的に非難しない［非審判的態度］
	原則6：クライエントの自己決定を促して尊重する［自己決定の原則］
	原則7：秘密を保持して信頼感を醸成する［秘密保持］
	事例でみる援助関係を活用した支援
	3　面接技術
	面接の意義，方法，留意点
	面接の成立条件（ソーシャルワーカーの基本的態度）
	面接技法の取得（マイクロ技法）
	面接の場面と構造
	第3章　ソーシャルワークの実践理論
	1　実践理論の意義とソーシャルワーク概念との関連性
	実践理論の意義
	ソーシャルワークの実践理論・実践モデル・アプローチ
	2　人と環境との交互作用に関する理論
	システム思考・理論
	生態学的視点・エコロジカルモデル
	バイオ・サイコ・ソーシャル（BPS）モデル
	バイオ・サイコ・ソーシャル（BPS）モデルの実際
	3　ソーシャルワークの実践モデル
	治療モデル
	生活モデル（ライフモデル）
	ストレングスモデル
	各実践モデルによるアセスメントとプランニングの特徴と相違
	第4章　ソーシャルワークにおける多様な実践アプローチ
	1　多様な実践アプローチの理解の仕方
	実践アプローチの多様性
	実践アプローチをいかに学習するか
	実践アプローチと実践モデルの関係
	2　多様な実践アプローチ
	心理社会的アプローチ
	機能的アプローチ
	問題解決アプローチ
	課題中心アプロ─チ
	危機介入アプローチ
	行動変容アプローチ
	エンパワメントアプローチ
	ナラティヴアプローチ
	解決志向アプローチ
	Ⅱ部　ソーシャルワークの方法
	第5章　グループワーク
	1　グループワークとは
	グループワークの定義と特徴
	グループワークの意義
	グループワークの原則
	2　グループワークの方法
	グループワークの類型
	アセスメント
	プログラムの活用
	3　グループワークの展開過程
	準備期
	開始期
	作業期
	終結・移行期
	4　セルフヘルプグループ
	セルフヘルプグループとは
	ヘルパー・セラピー原則と体験的知識
	ソーシャルワーカーの役割
	第6章　コミュニティワーク
	1　コミュニティワークの定義・意義と目的
	アメリカにおけるコミュニティオーガニゼーション理論の発展
	アメリカ・イギリスから日本へ
	生活困窮者支援から求められたコミュニティワーク
	包括的支援体制整備から求められたコミュニティワーク
	社会福祉士養成教育に求められたコミュニティワーク
	2　コミュニティワークの方法
	コミュニティワークの射程
	コミュニティソーシャルワークとコミュニティワークの関係性
	コミュニティソーシャルワークとの関係性から見るコミュニティワークの独自性
	個別課題の普遍化
	コミュニティワーカーの役割の複合性
	3　コミュニティワークの展開過程
	地域課題の発見
	実施計画とモニタリング
	プログラム・資源の開発と評価，実施計画の更新
	第7章　ソーシャルアクション
	1　ソーシャルアクションの定義・意義と目的
	2　ソーシャルアクションの方法
	どうやって社会を変えるのか
	様々なソーシャルアクションの方法
	3　ソーシャルアクションの展開過程
	ソーシャルアクションのステップガイド
	対話の機会づくり
	関係構築・チーム構築
	情報収集・分析・戦略づくり
	組織メンバーの能力開発・学習・スキルアップ
	アクションの計画・実行・評価（効果の測定）
	第8章　ネットワーキングとコーディネーション
	1　ネットワーキング
	定義（ネットワークとネットワーキング）
	ネットワーキングの意義
	利用者の社会ネットワーク
	ソーシャルワーカーが所属する組織・機関による組織間ネットワーク
	サービス提供組織のネットワーク，ネットワーキング
	ネットワーク，ネットワーキングの重層性
	2　　ネットワーキングの方法と展開過程
	ネットワーキングの方法
	ネットワーキングの展開過程
	3　コーディネーション
	コーディネーションとは何か
	ネットワーキングとコーディネーション
	コーディネーションの意義
	4　コーディネーションの方法と展開過程
	第9章　ソーシャルワーク・スーパービジョン
	1　スーパービジョンの定義・意義と目的
	スーパービジョンとは
	スーパービジョンの意義
	スーパービジョンは日常の業務遂行に必要なもの
	ソーシャルワーク業務の中のスーパービジョンの位置づけ
	2　スーパービジョンの方法
	スーパーバイザーとスーパーバイジーの関係性
	スーパーバイザーの職務
	スーパービジョンの方法論
	3　スーパービジョンの形態
	セルフスーパービジョン
	個別スーパービジョン
	グループスーパービジョン
	ピアスーパービジョン
	ライブスーパービジョン
	ユニットスーパービジョン
	4　スーパービジョンの展開過程（実際）
	5　コンサルテーション
	コンサルテーションとは
	コンサルテーションの関係
	コンサルテーションの種類
	コンサルテーションの展開過程（実際）
	第10章　ケアマネジメント
	1　ケアマネジメントの定義・意義と目的
	ケアマネジメントの沿革
	日本におけるケアマネジメント
	ケアマネジメントの定義
	ケアマネジメントの意義と目的
	2　ケアマネジメントの視点
	ケアマネジメントの構成要素
	生活モデルとストレングス視点
	ICFとケアマネジメントの考え方
	ミクロからマクロレベルにわたる方法／機能
	3　ケアマネジメントの展開過程
	第1段階：相談（入口）
	第2段階：アセスメント
	第3段階：ケース目標の設定とサービス計画の作成
	第4段階：サービス計画の実施
	第5段階：モニタリング及びフォローアップ
	第6段階：再アセスメント
	第7段階：終結
	4　ケアマネジメントの実際
	サービス利用に向けた考え方
	地域で支える
	第11章　ソーシャルワークの記録
	1　記録の意義と目的
	記録の意義
	記録の目的
	2　記録の方法と実際
	記録の文体
	SOAPノート
	項目式
	図表式
	3　ソーシャルワークにおける個人情報の保護
	意義と留意点
	IT活用のあり方
	第12章　カンファレンス
	1　カンファレンスの意義，目的
	連携・協働・チームアプローチ実践の背景
	カンファレンスとは（定義・目的）
	カンファレンスの意義
	2　カンファレンスの運営と展開
	カンファレンスの構成要素
	カンファレンスの構成員
	カンファレンスの展開過程
	カンファレンス運営におけるコンフリクト
	3　カンファレンスの実際
	事例：医療機関における治療方針検討のための多職種連携カンファレンス
	事例：一人暮らしの認知症高齢者を支える地区社会福祉協議会との協働カンファレンス
	第13章　事例分析・事例検討・事例研究
	1　事例分析・事例検討・事例研究とは
	2　事例分析
	事例分析の目的
	事例分析の意義
	事例分析の方法
	事例分析の実際
	事例分析での留意点
	3　事例検討の目的，意義，方法，実際
	事例検討の目的と意義
	事例検討の方法
	事例検討の手順
	事例検討での留意点
	4　事例研究の目的，意義，方法，実際
	事例研究の目的と意義
	事例研究における分析の視点
	事例研究で使用する事例の選択・設定や分析手法
	事例研究の手順
	事例研究の留意点
	索　引



